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◼概 要

蓄電池の性能劣化状態や健全度を表す指標の１つとし
て内部抵抗があり、JIS C 8715-1及びその対応国際規格
であるIEC62620でその測定法が定められております。これら
の規格では、1kHzの交流内部抵抗の測定法が明記されて
います。本研究では、蓄電池の内部インピーダンスの周波数
依存性を蓄電池の放電電流を利用して測定する新しい方
法を提案し、JIS及びIEC規格への準拠を定量的に実証
しました。

◼実 証 内 容

⚫Nuvotonのバッテリ監視ICを用いたパルス波放電によ
るインピーダンス測定を実施（図１）

⚫正弦波を利用した従来の測定法と比較（図２）

⚫1kHzの抵抗成分の測定が、従来法と同等であるこ
とを、計量学の手法に基づき確認（図３）

⚫500～2000Hzにおいて、従来法による結果と推定さ
れた不確かさの範囲で一致（図３）

◼用 途・展 開

●バッテリーパックへ直接組込み可能なオンボード測定

⚫車載・蓄電池のリユース・リサイクルシステムへの応用

このカタログの記載内容は2026年4月1日現在のものです。
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※１：エラーバーは、測定結果の不確かさ（信頼水準95％）を示す。

図１ 測定方式の比較: 従来法（正弦波）と新提案法

図２ 従来法と放電パルス方式を用いた測定構成例

図３ IEC規格周波数における
従来法と新提案法による測定結果の比較（※１）

本手法の詳細・論文はこちら
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*本研究は、産業技術総合研究所との共同研究により実施したものです。

このバーは、95％の確率でこの中に本当の値が入る、という意味

エラーバーは測定結果の信頼できる範囲の水準約
95 %に相当する不確か
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